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　工学部が大幅な改組を行っ
ております。まず、2007年に建
築学科、都市環境デザイン工
学科、システムデザイン学科が
デザイン工学部と分離独立し
市ヶ谷に移りました。2008年
には残りの学科が理工学部と
生命科学部の2学部としてスタ
ートします。この改組により法
政大学の理系学部は理工学部、
生命科学部、情報科学部、デザ
イン工学部の4学部体制となり
ます。 
　工体連は工学部学生を母体
としての組織としてスタートし
たと存じますが、これからはこ
の4学部の学生が母体になる
ことと存じます。デザイン工学
部の一教員として、デザイン工
学部の希望者もよろしく工体

連に受け入れて下さいますよ
うお願い致します。 
　さて、工体連でご活躍された
皆様は良くご存じのことと思
われますが、毎日毎日、ある程度
の負荷をかけてトレーニングす
ると、運動機能が活性化され運
動能力が高まります。逆にトレ
ーニングを休むと忽ち筋肉が
落ち、運動能力が下がってしま
います。高齢者が骨折し安静
状態を続けると、それを境に2
度と歩くことのできない寝たき
り生活に入る例も、日々のトレ
ーニングの大切さを意味します。
　身体活動のみならず、頭脳
活動も日々のトレーニングが必
要なことは容易に類推される
と存じます。毎日、新しいことを
学び理解する、努力し難しい問

題を解決しようと頭を使うと能
機能が活性化され、能力が高ま
ります。高齢者が百マス計算や
文章の音読で認知症を予防す
ることもこの一例だと存じます。
　都会でのサラリーマン生活
は定型仕事と運動不足で、新し
いものへの知的チェレンジや、
負荷をかけての身体トレーニン
グが足らず、見えない形で我々
の身体を蝕んでいる気がします。
小生自身、そのことを反省し、
週2回はジムでトレーニングし、
月2冊は全く新しい分野の本を
読むという目標を立てましたが、
いつも目標達成出来ずにおり
ます。 
　工体連の関係者の皆様は、
この日々のトレーニングの重要
性を、身をもって理解されてい
ると存じます。このことが、学
生時代に工体連で活躍された
方が社会に出て大いに活躍さ

れる一因になっているような気
がします。 
　組織も同じ状態が長く続くと、
徐々に活性度が下がると思わ
れます。組織の改組転換は大
変な仕事ですが、組織の活性
度を保つためには必要不可欠
なことと存じます。改めて理系
4学部体制に関するご理解ご
支援をお願いいたします。 

日々のトレーニング 

法政大学経営者懇談会  
Hosei University President Club

事務局　〒102-0073　東京都千代田区九段北３－２－３ 
法政大学九段校舎４階　法政大学 校友連合会内 

　 TEL:03-3264-1831   FAX:03-3264-4770

会　長       鈴木　公夫 （電気1959年卒） 
●入会金：100,000円　●年会費：50,000円 
●法政大学卒業生の企業経営者の集まりです。 

●入会歓迎：入会ご希望の方には案内書をお送りします。事務局までご連絡下さい。 

　2007年6月30日（土）17：00
より小金井校舎武道場にて＜
工体連お祭り＞が開催され、
100名以上のＯＢ、ＯＧが集まり
ました。 
　来賓として工学部学生委員
会議長御法川学様、学生生活
課課長森志朗様、学生生活課

主任杉田治夫様にご出席頂き
ました。ありがとうございました。 
　この会報が発行される頃には、
小金井校舎再開発のため、武
道場は姿形もなくなっているこ
とと思います。 
　校歌の「若き我らが命のか
ぎり ここに捧げて ああ愛する

母校」の始まりがいいですね。
法政大学に工学部が作られた
とき、当時の総長は法政大学は
法律学校なのに工学部などけ
しからんと大反対だったそうで
す。 
　しかし、今の小金井校舎再
開発が法政大学の将来を担っ

ています。その中で文武両道
の工体連は、一心不乱の精神
の持ち主たちばかりです。 
　さらに工体連を盛り上げよ
うと思い、法政大学校歌三番（工
体連編）を創りました。ここでは、
書ききれないので三面の道場
の思い出をご覧下さい。 
（文責　お祭り担当　佐藤光男） 

初代デザイン工学部長挨拶 

第12回＜工体連お祭り＞ 

デザイン工学部長 

　　　小　林　尚　登 

どこまで続く工体連お祭り！！ 
                道場に最後のお別れ 
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俺の名前だ！ 

懐かしい道場で 法政おお我が母校 乾　杯！ 
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　スキー部OB会では「OB会
長は毎年交代する」体制を
とっており、本年度のOB会長
を務めさせて頂く1986年卒
業の岸野政利です。本制度は、
これまでOB会活動の基盤を

作られた先輩方から毎年次
の代にOB会運営を引き継ぎ、
私を含めて、暫くOB会から離
れていた若い世代がOB会に
参加するきっかけを作り、会
の活性化に繋がっています。 
　スキー部はもうすぐ創部
50周年を迎え、2009年には

記念事業の開催を計画して
いますが、今年度の主要な活
動は、その準備を始めること
です。8月には、小金井キャン
パスに残っていたスキー部の
戦績を記録するトロフィー類
や毎年の部活動を残した写
真アルバム等をOB会で引き
取り、50周年の節目に整理記
録する作業を始めました。 
　50周年分の量は相当で、継
続して作業を進めて行きま
すが、OBにとってはどれも懐
かしい品々であり、作業中も
昔話に花が咲いたり、つい見
入ったりして、楽しく作業を
進めています。その他OB会
員相互そして現役との交流、
そして工体連OB会活動への

参画などを進めて参ります。
今後とも工体連OB会ならび
に各部OB会のご支援をよろ
しくお願い致します。 

◆団体成績　　   
　優　勝　ス キ ー 部　250（北原81、大西83、二宮86）　　  
　準優勝　空　手　部　251（岩下79、永友82、米満90）　  
　第３位　柔　道　部　256（福井83、久保85、青沢88、吉本88） 

TOTAL

◆個人成績　 
　優　勝　　大竹　　信　柔　道 
　準優勝　　永友　　誠　空　手 
　第３位　　青沢　　孝　柔　道　 
　第４位　　砂川　俊昭　陸　上　 
　第５位　　福井　正吾　柔　道 
　  B  G　　 島貫　竜一　ゴルフ 

 GRS 　HDC  　NET 
  91  　19.2  　71.8　 
  82 　 9.6  　72.4 
  88  　15.6  　72.4　 
  84 　 10.8  　73.2　 
  83 　 9.6  　73.4 
  76

個人優勝　大竹氏（柔道） 

団体優勝 
スキー部OB会 

第12回 法友会工体連OB会ゴルフ大会

スキー部 新会長紹介 

　第12回法友会工体連OB会
親睦ゴルフ大会（埼玉・飯能く
すの樹カントリー倶楽部＝
6237ヤード、パー72）が盛大
に行われました。大会前日に
台風9号が東日本を縦断し、天
候とコースコンディションが心
配されましたが、大会当日は正
に台風一過のゴルフ日和とな
りました。 
　本大会では、団体戦と個人
戦が行われます。優勝への鍵は、
飯能くすの樹カントリー倶楽
部の戦略性の高いコースを如
何に攻略するかにあります。
大きく微妙なアンジュレーショ
ンを有するグリーンを読みき
ること、さらに、地形を巧みに
利用したインコースで耐え忍

ぶことが、スコアメイクの鍵と
なります。さあ、今年はどの団
体に「飯能の女神」が微笑ん
だのでしょうか？？ 
　団体戦は、最多優勝回数を
誇るスキー部、昨年優勝し連覇
を狙う柔道部、優勝経験のある
空手部の3強による壮絶な争
いとなりました。アウトコースを
終えて首位に立ったのは、安定
したゴルフをみせた空手部。柔
道部は3打差の2位と好位置キ
ープ。さらに、スキー部、陸上競
技部という展開となりました。 
　問題の難しいインコースに
入り、スコアメイクに苦しむ空
手部に対して、我慢のゴルフを
みせたスキー部が猛チャージ！！
7打差をひっくり返しての大逆

転勝利。スキー部が7度目の
団体優勝となる結果となりま
した。スキー部の皆さん、優勝
おめでとうございます。 
　さて、個人戦で優勝したのは、
柔道部の大竹先輩。何でも2
度目の優勝とのことです。昨
年優勝した吉本先輩も2連覇
しており、柔道部は個人戦に強
い印象を受けます。ある意味、「飯

能の女神」に一番見守られて
いるのは柔道部ではないでし
ょうか。 
　今年も何とか無事にゴルフ
大会を終えることができました。
ご協力頂きました皆様に紙面
を借りまして厚く御礼を申し
上げます。また来年も宜しくお
願い致します。 
（文責　ゴルフ担当　田巻嘉彦） 

岸 野 　 政 利  
　 （’86 機械工学卒） 

平成19年度スキー部OB会会長 

法政大学工体連バレー部ＯＢ会 
バレー部の 
　　ますますの 
　　　　活躍を祈る！！ 

OB会でお会いしましょう 

OB会会長 曽根原一雄（78建） 

OB会理事 古里　一文（88経） 

山田　　誉（91電） 

監　　  督 南澤　　一（95電） 

2009年には50周年！！ 
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　新入部員としての稽古
の始まりは道場の雑巾掛
けからでした。それから私
の空手部での4年間が始ま
り、同時に小金井道場との
付合いが始まりました。 
 今、昭和43年に完成した
道場が40年という長い歴
史を閉じようとしていま

す。この場所は大学時代
に武道に励んだ者にとって、
学業以外に多くを学んだ
場所です。 
　道場は神聖な場所であり、
そこは常に礼儀を重んじ
る場所でもあります。その
場所で稽古に励むことに
より、技術の向上だけでな
く、礼節を学び、精神の鍛
錬をし、人として身につけ
なくてはならないことを
数多く学ぶことが出来る
場所でもありました。 
　私にとってもこの道場
には忘れ難い多くの思い
出があります。入部当初は

OBの先輩が数多く現れる
土曜日が苦痛でした。気の
抜けた稽古に先輩から“う
さぎ跳び～”と言われ、延々
と道場の周りを跳び続け
た厳しい稽古、気合不足を
理由に稽古後に受けた「ヤ
キ入れ」などの苦しかった
事、また、この道場で開催
された三多摩大会で優勝
出来たのも厳しい稽古の
成果でした。 
　稽古以外でも思い出は
あります。学祭の時、武道
仲間と飲み明かした事、先
輩から不条理な仕打ちを
受け、仲間と共に涙した事、

工体連限定で○○ショーが
開かれたこともありまし
た。 
 喜怒哀楽の思い出がいっ
ぱいの道場が本当になく
なってしまうのです。残念
でなりません。小金井道場
に心から感謝したいと思
います。ありがとう。 

●小金井道場の思い出　空手部  竹重 高志（’80卒） 

　小金井地区再開発計画
に伴い、ついに思い出深い
「道場」が解体されたとの
事。昭和43年の竣工以来
数えて40年の齢でその役
割を閉じた。 

　教室棟屋上のスノコ敷
きの青空稽古場から、夢の
様な屋内の道場の完成は、
当時の部員は歓喜の声・声。
合わせる様に部員数の増
加と活動・活性化の母体と
なった。 
　竣工記念に実施された、
法大一部・二部体育会剣道
部のOB・現役と我が工体
連のOB・部員との祝賀稽
古会は、緊張した気合と喧
騒が昨日の事の様である。 
　又、当時のスポ根モノが
流行っていたかと記憶す
るが、確か「吉永小百合」主

演の剣道モノの稽古風景
のロケに当道場を使用し
たいとの申入れがあった
とかで、部員一同「興奮！」、
稽古相手は「俺だ！、お前だ！」
と色めきたった思い出、、、
結果は確か日大の道場に
なったとかで一同、消沈。 
　辛くも楽しい稽古の場
とも区切りを、、と平成18
年の定例のOB・現役稽古
会の開催を二部体育会剣
道部との定期戦（新丸山拝
争奪戦）を同日に実施。本
道場での最後の公式行事
となったが、参加のOB諸

氏は最後の道場の感触を
味わった。 
　最後に、本道場の建築に
取分け多大なご尽力を頂
いた、故・大江宏先生、故・平
塚照夫先生そして、益々ご
健在、現役の尾上護先生に
感謝・感謝 

●道場よ、ありがとう！！　剣道部  菊池 貢一（’69卒 工体連OB会会長） 

　我 （々S54年卒）の時は
すでに道場はありましたが、
写真に写っている先輩た
ちの頃はまだ道場もなく、
校舎の屋上（コンクリートの
上）にたたみを敷いて練習

したそうです。脳シントを
起こしたり、肩を脱臼した
り、大変だったようです。 
　武道系は昔から夏は暑
中稽古、冬は寒稽古と称し
て暑さ寒さと戦ってました。 
　青い大きな空にもくも
くと上がる入道雲を見な
がら、今日も練習かよと思
いました。でも練習が終わ
った後、立て続けに飲んだ
生ビールの味が忘れられな
い。 

　 法政大学校歌　三番 
　　　　　  （工体連編）   
 若きわれらが命のかぎり 
 ここに捧げて 
             ああ愛する母校 
  入道雲に　青空高く 
　　 一心不乱に　梶野町 

  いきおいつけて　 
                 飲もおう会 
　  法政　おお　わが母校 
　  法政　おお　わが母校  
最初の2節と最後の2節、こ
れは変えられないね。中の
3節だけを変えてみました。 

●道場の思い出   柔道部  佐藤 光男（’77卒） 

最後のＯＢ・現役稽古会にて 

別れを惜しむ菊池会長 



「第11回工体連OBの集い」を同時開催 
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　去る3月10日（土）熱海の
ホテル池田において同期会（こ
の同期会は2年毎に開催して
おり、38年間も継続していま
す）を開催しましたが、今年
は3月3日をもって、誰一人欠
けることなく全員が無事に
還暦を迎えることができ、そ
のお祝いも兼ねて行うこと
となりました。 
 同期は12名ですが、残念な
がら仕事の都合で3名が欠席
となりましたが、5回目から
毎回参加してくれる剣道部
OBで同期の田畑君を含め、
10名の参加となりました。 
　宴会は、還暦の祝杯から始
まり、見た目は万年青年から
年寄りと千差万別ではあるが、
気持ちは全員学生時代と変わ
らず若く、近況報告・自慢話や

懐かしい昔話にと大いに盛り
上がった楽しい宴を過ごすこ
とができ、最後に同期会の継
続と全員の健康を祈念して三
本締めで終了しました。 
　その後、誰とはなしにカラ
オケが歌いたいと言いだし、
ホテルのクラブで夜遅くま
で二次会を年齢も忘れて、は
しゃぎまくりました。 
　翌朝は、前夜あれだけ飲ん
で歌いまくった割には朝か
らビールを飲み、ご飯もおか
わりするなど、還暦だと思え
ないパワーのすごさを発揮し、
これも学生時代に武道で身
体と精神を鍛えたおかげと
感謝しながら、次回の同期会
での再会を楽しみに解散し
ました。 
　　（文責　坂本(佐々木)洋） 

●昭和44年卒空手部同期会（還暦を祝う！！） 

　去る、6月2日（土）～4日（月）
にシンガポールにて、飲もう
会が開催されました。 
　この核となっているメン
バーは、1966年（昭和41年）
入学・工体連入部した者達が、 
4学年時に高尾の猪豚料理で
杯を交わし、卒業10年後の工
体連OB創設総会で再会し、懐
かしの猪豚料理店で飲み明
かし、「今後も集まろう」とな
り、以後隔年各地泊まりで集
まり、飲み語っている会です。 
　現在では、先輩・後輩も、ま
た家族同伴で、年齢層も広く
なってきました。 
　今回の会場シンガポールは、
飲もう会会長・桑折の在住地
ならびに会社の拠点であり、
我々メンバーも60歳還暦と

いう事で、初の海外開催・還暦
旅行となりました。 
　先発組・後残組もあり、現
地集合形態となりました。 
　1日目の夜は、ドラゴンシィ
ティの中華料理店での前夜祭。 
　2日目は、貸切バスで市内
観光、リバークルーズ、昼食は
曲芸茶坊主で有名な四川豆花、
セントーサ島へ渡り、見学後、
ゴルフクラブハウスにて、すし
職人に出張してもらい、大宴会。 
　3日目は、ゴルフ組、マレー
観光・買い物組と分かれて楽
しみ、夜はロングビーチの海
鮮料理で飲食、校歌斉唱の後、
空路帰国。来年は、曽根副会
長の段取りで、仙台開催とな
ります。 
　（文責　小畑修孝・陸上） 

●飲もう会 in シンガポール 

’07 工学部ホームカミングデー開催 
◇日　時：2007年11月3日（土）（小金井祭は2日～4日） 
◇場　所：小金井キャンパス 
◇内　容：13：00～  講演会　於：マルチメディアホール 
　　　　　　　1.「工学部の現状について」大澤 泰明工学部長 
　　　　　　　2.「生命科学の先端と法政大学での展開」 
　　　　　　　　　　　　　　　　　石浜  明生命機能学科教授 
　　　　　15：00～  小金井祭見学・キャンパス巡り 
　　　　　16：00～  懇親会　於：マルチユースホール（会費：6000円） 
◇主　催：法政大学工学部同窓会　　◇共　催：法政大学工学部 
◇後　援：法政大学工体連OB会・法政大学経営者懇談会 

夏季合宿（8月15～19日・菅平） 

第39回関東理工系陸上競技大会（9月8、9日・鴻巣） 

工体連陸上競技部 

対抗戦第三位 

来年は優勝します！！ 
　　　応援宜しくお願いします 

「第11回工体連OBの集い」を同時開催 

後列左から　米満　富永　加納　野沢　智野 
前列左から　田畑　坂本　市野　稲井　宮崎 

左：大宴会 

右：セントーサ島 右：セントーサ島 


